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［特集］神戸薬科大学の「チーム医療教育」

　医療技術の進展とともに薬物療法も高度化しており、「薬のプロフェッショナル」である薬剤師
が、専門性を生かした「チーム医療」の一員として、治療やケアを行うことは、安全・安心な医療を
求める社会の声にこたえることにほかなりません。
　本学は、さまざまな大学・医療機関との恊働による「チーム医療」の実践を担う、学部生・院生、
薬剤師の教育を積極的に行っています。
　ここでは、学部の取り組みを２回に分けて特集します。医療系・薬学系の学生や医師など多職
種の方に触れ、「チーム医療」の実際を体験することにより、主体性と意欲を持って学習に取り組め

るよう設定した演習を紹介し、将来の医療の担い手と
してふさわしい、質の高い薬剤師の養成を目指す本学
の取り組みをご報告いたします。

Vol.158

社会に開かれた大学院を目指して
　薬学部が6年制に移行したのに伴って新設した大学院薬
学研究科薬学専攻博士課程（4年制）は、この春で設置から
2年が経過しました。募集定員3名のところ、開設1年目に6
名（うち社会人2名）、2年目に6名（同2名）、3年目に2名（同
１名）の大学院生を迎え入れ、定員という面ではほぼ順調な
スタートを切れたものと思います。毎年度行われる総説講演
では、大学院生は自身の研究に関連する最近の動向と研究
の進捗について報告しています。ここでは多くの質疑応答が
なされ、幅広い観点から研究課題に取り組む姿勢を養う機
会になっています。
　これからの先進的なチーム医療を担うスタッフとして、博士
の学位を持つ医師、修士の学位を持つ看護師などと対等に
専門性を発揮できる科学的思考力、薬物の作用や動態に関
する深い知識、臨床統計やEBMの応用力を身につけた、高
度臨床薬剤師の存在が不可欠と考えます。そこで2014年
度の大学院生の所属するコースをみると、大部分が「創薬・
育薬コース」を選択していることがわかります。2013年度から
開設した、文部科学省事業「がんプロフェッショナル養成基
盤推進プラン」に基づく「がん専門薬剤師基盤育成コース」も
含め、「臨床薬学コース」への入学者を増やす方策を検討中
です。例えば、臨床業務や臨床研究に直接的に役立つカリ
キュラムの充実、社会人大学院生に対してはeラーニングな
ど履修しやすい環境の構築、大学と病院の連携協定などに
よる共同研究の推進など、多くの課題に取り組んでいく必要
があると感じています。
　よりアクティビティが高く、より社会に開かれた大学院になる
ために、これからも改善に努めていく所存です。皆様のご意
見をお聞かせいただきたいと思います。

水野 成人 教授

大学院薬学研究科主幹
医療薬学研究室
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薬剤師

チーム医療

Well-being …… 身体的、精神的、社会的に良好な状態にあること
※上記の職種は一例です。

チーム医療とは、一人の患者に対して、

医師と共に複数の医療専門職（コメディカル）が

連携して治療やケアを行うことです。

チームの一員として治療に参加するすべての医療専門職が、

互いに尊重しながら、それぞれの専門性を発揮して、

患者・当事者などの「Well-being」に貢献します。

看護師 医師

臨床工学
技士

臨床検査
技師

管理
栄養士
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［特集］神戸薬科大学の「チーム医療教育」

医薬共同による創薬・育薬を担う
医療人の育成を通じた
神戸薬科大学・神戸大学の連携
　「医薬共同による創薬・育薬を担う医療人の育成を通じた私立・国立大学間の連携」を掲げ、2007年、神戸大学と連携協定を締結しました。
翌年、相互の学部・大学院間※1の単位互換協定を結ぶなど、多様な連携活動を展開しています。
　その中に、学部生が参加する「初期体験臨床実習」「IPW（多職種間医療人協働・Interprofessional Work）演習」があります。医師や看護師、
理学療法士などを目指す神戸大学医学部の学生と共に医療現場を体験し、相互理解を深めながら、学生の視点で「チーム医療」の考え方を学
ぶことを期待する、本学ならではの科目です。

　1年生が入学時に抱いている興味、モチベーションの維持と勉学意欲の向上を目的として、実施してい
ます。専攻の異なる両大学生は、混成チームの一員として相互交流を図り、医療の実践現場のスタッフか
ら学ぶとともに、学びを共有し、今後の学習に対する意欲や主体性を強化します。また、チーム医療の実
際を知り、多職種間医療人協働(IPW)の重要性を認識します。

“他流”に学ぶ

問題点・課題の抽出
▼

討論・仮説の立案
▼

学習方法の立案
▼

自己学習
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※1……学部（神戸大学医学部と神戸薬科大学薬学部）と大学院（神戸大学医学研究科と神戸薬科大学薬学研究科）

　IPW演習は、専門領域の異なる学生メンバー間で目標を共有し、ディスカッションを行い、問題解決の
過程を体験的に学習します。重要なのは、自己に気付き、他者を尊重し理解しようとする「関心」を持つこ
とです。グループ間の積極的なかかわりから学びや相互理解を深め、チームで協働することの意義を理
解することを目指します（演習期間5日間）。

［5年生：後期（選択科目）］
IPW演習

● 薬大生（5年生）、神戸大学医学部医学科・保健学科（4年生）のグループ
 　ワーク。
 　複数の職種を目指す学生が一つのシナリオに従い、ケアを考える。

● 症例に対する各職種の立場からの意見をまとめ、シナリオに集約。

● 学生が主体となる能動的参加型授業・問題準拠学習（課題探求型学習）。

IPWチュートリアル
糖尿病と診断された商社の
営業職の男性。
各種指標の改善が見られず、
治療に不信。腎症・糖尿病
性足壊疽発症。

医師 ： 今回の入院目的と治療、退院目標は？

検査技師 ： 検査値と疾患の因果関係や、値が変化する意味は？

理学療法・作業療法士 ： 疾患悪化の原因となる環境要因と改善策は？

看護師 ： 患者は自分の疾患をどう捉えているか、生活面の問題点は？

薬剤師 ： 薬物治療を成功させる因子、失敗させる因子の評価は？

チーム医療の第一歩
神戸大学と神戸薬科大学との恊働

神戸大学医学部　内科系講座薬剤学分野

平井 みどり 教授

　自学の中だけではなかなかわからない他の医療職の考え方や、どのような職務を担っているか、また患
者のケアに対する姿勢などを学んでほしいと思います。同じ治療を実践する場合でも、それぞれの職種で
かかわり方や視点が違います。チーム医療を実践するための基本は相互理解ですから、まずは共に学ぶ
ことからのスタートは、学生として入っていきやすいでしょう。

共に学ぶことから始まる「チーム医療」

　１年生の「初期体験臨床実習」の時は、アウエー感のためか、薬大生は少し消極的な印象があります
が、「IPW演習」では、病院実習を経験している学生が多いので、薬物治療に関しては積極的にリーダー
シップをとっている様子です。終了後の感想も、薬大生からは極めて好意的なものが寄せられており、よい
勉強の機会になり、モチベーションも高まっているようです。

消極的な1年生。リーダーシップを発揮する5年生

　患者さんの薬物治療に責任を持つのが薬剤師です。責任を持つことを過大に捉えることはありません。
直面する事象に真摯に向き合い、自分にできる精一杯のことをするだけです。人間は周囲に助けられ、ま
た助けながら生きていくものです。その原則を理解していれば、コミュニケーションのあり方について、考え
続け、行動し続け、感謝し続けていくことでしょう。このような動的な役割を果たしていく、という覚悟を持て
ば、自ずと果たすべき役割が見えてくると思います。

考え続け、行動し続け、感謝し続けていくことで見えてくる、これからの薬剤師の役割
プロフィール

1995年3月まで、京都大学附属病院薬剤部にて

研究主体の活動を行い、同年4月から2007年3

月まで、神戸薬科大学教授。同年３月半ばから

母校である神戸大学附属病院薬剤部に着任。

「医療現場・薬剤師活動の変化の激しさに驚きな

がら、刺激に満ちた毎日を送っています」

2年生 末弘 結香里さん 6年生 橋本 昴介さん

IPW演習に参加初期体験臨床実習に参加
　実習前は、患者さんに最善の治療を
するために「チーム医療」があると思って
いました。しかし実習を通して患者さん
を「大切な一人の人」と捉え、人として何
をされたらうれしいかを考えて、それを医
療として提供することが、今の「医療現
場」に求められているものだと学びまし
た。また「チーム医療」は団体スポーツの
ようだとも思いました。チームにかかわる
全員が自分の専門分野に責任を持ち、
連携して最善の医療を施し、患者さんの
QOL（生活の質）を高めていくからです。
　神大の医学生と活発に意見交換が
できたこともあり、価値観が変わった、実
りの多い実習でした。

　他職種の医療従事者を目指す神大
生と共に学ぶことで、薬学的な発想にと
らわれがちな自分の視野を広げられると
思い参加しました。演習プリント（シナリ
オ）は読み込むほど疑問点が浮かび、
それをチームでディスカッションできたこ
とは、勉強になったと同時に、自己の学
習を見直す機会にもなりました。
　患者さんへアプローチするポイントは
職種によって違いますが、「患者さんに
とってより良い医療を提供する」ことは
共通しており、今以上に多職種同士が
連携できれば、提供できる医療の質の
向上と迅速な対応が可能になると感じ
ました。薬剤師の観点から連携の橋渡
しをしていけたらと考えています。

初期体験臨床実習 ［1年生（選択科目）］連携科目

連携科目

●チームビルディング演習      ● 病院医療現場見学（3日間）

● スモールグループディスカッション（SGD）　● レポートのまとめ・班別発表会
実習内容の例

班別発表

レクチャー チュートリアル

この学習経験を
どう生かすか？

他者によくわかる
説明・発表とは？

チームで出した課題解決方法に
納得できるか？

自己学習をしっかり
してきただろうか？

チームの視点で議論できたか？

何を勉強したらいい？

身体・こころ・社会……
どこが健康から逸脱している？

患者さんの訴えで
重要だと思うところは？

チュートリアル

各職種の立場からの意見症 例

他職種の方からも信頼され
頼られる病院薬剤師を目指す

学　生
インタビュー

症例の課題に取り組みながら同時に多職種連携・協働について意識しチームの視点で解決策を導く

’’

私が社会でいちばん貢献
できる形で活躍したい
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薬品化学研究室  宮田 興子 教授

次回は「薬品物理化学研究室」の研究内容を紹介します。

薬品化学研究室のミッション 「有機合成力」で疾患糖鎖のケミカルバイオロジーに挑む

　本プロジェクトの目標は、病気になるとつくられる異常な糖鎖(疾患糖鎖)が病気の原因である可能性や生活習慣病などの病気を発症させる背景になって
いる可能性を示すことです。「糖鎖疾患」という病気の新しいカテゴリーを構築し、このような疾患に共通する分子基盤を発見していくことで、疾患糖鎖が新
規治療薬の標的となる可能性を基礎研究レベルで示すことを目指しています。

プロジェクトの目標

＜図B＞＜図Ａ＞

＜図C＞

文部科学省　私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

疾患糖鎖生物学に基づく
革新的治療薬の開発
　神戸薬科大学は、優秀な薬剤師を養成する歴史ある大学であるとともに、高い水準の基礎研究活動を活発に行ってきました。基礎研
究への取り組みが評価された一例として、2012年度より採択された「文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業－疾患糖鎖
生物学に基づく革新的治療薬の開発－」を4回に分けて紹介しています。今回はその3回目です。

研究紹介 連載第3回

　薬品化学研究室が取り組んでいるのは、疾患糖鎖と動脈硬化症の関係を解明するためのツールの開発研究（臨床薬学研究室との共同プロジェ
クト）と糖鎖合成を調節する化合物の探索研究（生化学研究室との共同プロジェクト）です。
　薬品化学研究室はこれまでの研究の成果として数百種類の化合物をライブラリーとして保有しています。また環境にやさしい合成手法を追及
するなかで蓄えてきた、豊富な合理的合成手法のノウハウがあります。化学的な基礎研究のバックグランドを3つの研究室と共有しながら糖鎖と
病気の謎解明に近づこうとしています。

「環境にやさしい合成手法の開発」「新しい医薬品シード化合物の創製」をキーワードに、
上田昌史准教授、武田紀彦助教※1、博士課程の大学院生および配属学部学生と一丸になって創薬の基礎的研究に取り組んでいます。

　細胞表面は「糖鎖」で覆われており、この「糖鎖」が正常に合成されなければ病気の原因とな
ることが予想されます※2。すでに糖鎖合成は分子Xによって調節されていることが生化学研究
室によって見出されています。我々は、この分子Xの機能を調節する低分子化合物の探索研究
を行うことで、糖鎖の合成異常の原因を解明するとともに疾患糖鎖の新規治療薬の開発研究を
行っています。
　生体内の機能を調節する低分子化合物（医薬品も含む）には、「複素環構造の骨格を活性中
心とする」ものが多いことが知られています。例えば、分子Xと類似の構造を持つ分子Yの機能
を調節する低分子「化合物③」の中にも複素環構造が含まれています（図C上段）。我々は独自
の手法で「化合物③」と類似の構造を持つ「化合物④」（図C下段）を開発しており、これを足が
かりに、糖鎖合成を調節する化合物の探索研究を行っています。

※2……詳細は『ききょう通信157号』で紹介しています。

糖鎖合成を調節する化合物の探索研究

　チオール（SH）は生体内においてタンパク質を構成するアミノ酸の中でシステ
インにのみ含まれています。そのため、チオールとのみ反応できる分子は、「シス
テインを含まないタンパク質A」と「システインを含むタンパク質B」とを識別するこ
とができます。例えば、悪玉コレステロールのLDLと善玉コレステロールのHDL
を比較すると、LDLにはシステインを含むタンパク質があり、HDLにはありませ
ん。よって、チオールだけに反応する試薬を使えば、両者のうち動脈硬化の原因
となるLDLコレステロールだけを識別できるため、これをツールとして動脈硬化
症発症の原因を解明できると考えられます。（図A）
　このような考えのもと、当研究室では、チオールのみを選択して結合し発光す
る「蛍光ラベル化剤」の開発研究を行っています。

　チオールの蛍光ラベル化剤には、アルコールやアミンなど他の化合物が存在
する中で、チオールだけに反応し、強固な結合を形成する性質が求められます。
我々は、独自の手法で開発したジエニルイミン構造の「化合物①」が、チオールと
反応し芳香化することで、非常に強固な炭素－硫黄結合を形成した「化合物
②」 が得られることを見い出しました（図B）。このような手法でチオールを捕獲
したのは、我々が世界で初めてです。
　また、「化合物①」と「化合物②」の蛍光スペクトルを測定したところ、①よりも
②の方が、蛍光強度がより強くなることもわかりました。今後は「化合物①」の最
適化を行い、実際にLDLと結合させ動脈硬化症発症解明のツールとしての評
価を行う予定です。

悪玉コレステロールを選択的にラベル化する蛍光試薬の開発研究
　次に我々が複素環化合物合成に用いている手法「ドミノ型反応」を紹介しま
す。ドミノ型反応は、段階的に結合をつくっていく従来法とは異なり、ドミノ倒し
のように、初めの反応［反応I］を起こせば、数種類の反応［II、III］が次 と々連
続して進行する反応です。（図D）。この手法を用いれば、一回の操作で複数
の結合を作ることができるため、単純な化合物から複雑な化合物を一挙に合
成できます。
　具体例を挙げると、「鎖状化合物⑤」を金属触媒と反応させると、２種類の
反応が連続して進行し、多くの医薬品に含まれるイソキサゾール骨格を持つ

「化合物⑥」 が合成できます（図E）。また、「化合物⑦」をラジカル反応条件で
処理するとドミノ型反応が進行し、「三環性化合物⑧」 が合成できます（図F）。
これは４種類の反応が一挙に進行するとても効率の良い反応であり、また、「三
環性化合物⑧」の一般的な合成法を確立した世界で初めての研究例です。
　このように当研究室では、単に既知の反応を組み合わせるだけでなく、新規
反応をドミノ型反応に組み込むことで、オリジナリティの高い多官能性複素環化
合物の合成に成功しています。ここで合成された化合物は生化学研究室にて
選別し、分子Xの機能を調節するシード化合物の探索を行っています。

化合物合成を加速するドミノ型反応

※１……2014年3月31日までは、三好哲也助手が本プロジェクトに参加していました。

＜図D＞ ＜図E＞

＜図F＞
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1回の操作で、数種類の反応を連続的に行う多段階連続反応
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N
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2種類の反応が
連続して進行

： 置換基

イソキサゾール

化合物 ③

化合物 ④

化合物 ⑤

化合物 ① 化合物 ②

化合物 ⑦

反応Ⅰ 反応Ⅱ 反応Ⅲ

三環性化合物 ⑧

化合物 ⑥

生体内で分子Xとよく似た分子Yの機能を調節する低分子化合物③の分子モデル

薬品化学研究室が開発した独自の方法で合成できる化合物④の分子モデル

炭素と硫黄の
強い結合

蛍光

蛍光 ODs

悪玉コレステロールの選択的ラベル化 チオールとの反応で蛍光強度が増した化合物

ドミノ型反応

ドミノ型反応による化合物の合成例 2 薬品化学研究室で合成された
複素環化合物類

ドミノ型反応による化合物の合成例 1

化合物③と④の構造類似性

本プロジェクトを構成する4つの研究室は、それぞれの得意分野で独自の研究を展開し、互いに連携を取りながら、その成果を融合することで研究課題の解決に努めます。

臨床薬学研究室
江本憲昭 教授　専門：循環器内科学

より臨床的な視点から動脈硬化などの心血管疾患と
糖鎖の関係を明らかにする

＜連載第１回＞2013年春号　Vol.156〈連載第２回〉2013年秋号 Vol.157

生化学研究室
北川裕之 教授　専門：糖鎖生物学

糖鎖の合成異常を起こした細胞やマウスを用いて糖鎖と病気の
因果関係を明らかにし、疾患糖鎖の実体を解明する

薬品化学研究室
宮田興子 教授　専門：有機合成化学
病気の早期発見につながるプローブの合成
糖鎖の合成を調節する化合物の合成

薬品物理化学研究室
向高弘 教授　専門：物理化学
糖鎖によるアミロイド線維形成機構の
解析画像診断用のプローブの開発

疾患糖鎖生物学に基づく革新的治療薬の開発

プロジェクト組織図
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研究テーマは？
　生体内で起こる免疫反応の分子認識能を活かした高性能分析法を開発して
います。特に遺伝子操作を駆使した「人工抗体」の創出と応用に力を注ぎ、他大
学の分析研究室とは違う、特色のあるバイオ分析研究を目指しています。

現在取り組んでいる研究内容は？
　病原体や異物を除くために生体が産生する抗体は、「鍵と鍵穴」の精密さで特
定の化学構造を認識して強く結合するため、分析手段としても役立ちます。私た
ちは、免疫学、分子生物学、生化学、有機化学の知識と技術を基盤として優れた
抗体を作製し、実用的な分析法を開発しています。主な分析対象は病態の診断
や環境保全のためのマーカー物質ですが、最近、乱用が問題となる不正薬物に
も着手しました。

研究室での学生たちは？
　5･6年生計31名が、職員のマンツーマン指導のもと各自の研究テーマに意欲
的に取り組んでいます。集中とリラックスのけじめを大切にしていますが、折々の
レクリエーションも華やかです。

研究活動によって学生に期待することは？
　研究室生活を楽しみながら、論理的な思考力と問題発見能力/解決能力を
養ってほしい。そのうえで「小さくても確かな進歩」を達成した充実感を味わっても
らえたら最高です。

研究テーマは？
　食欲は、摂食制御中枢である脳の視床下部と、摂食活動やエネルギー代謝を
担う末梢臓器間のクロストークにより、複雑かつ巧妙に調節されており、その破綻
が肥満や痩せの原因となっています。私たちの研究室では、食欲調節ホルモンと
病態の関連を解析し、摂食関連疾患の新規検査法や治療薬の開発を目指して
います。

現在取り組んでいる研究内容は？
　本研究の根幹となる、新規エネルギー代謝ホルモンのELISA（免疫測定法：
抗体と酵素を使った測定法の一つ）の確立に必須である、高純度免疫抗原と標
識抗原の化学合成を行い、特異抗血清を作成し、高感度のELISAを確立して
います。学生たちの研究成果は、薬学会などで発表します。

研究室での学生たちは？
　年1回のゼミ旅行（今年は「こんぴらさん」にお参りし、うどん作りにトライしました）
のほか、毎月（？）恒例のお誕生会、暑気払い大宴会、掃除大会、バーベキューな
ど遊びにも懸命な学生たちです。

研究活動によって学生に期待することは？
　挨拶と4S（整理・整頓・清潔・スピード）を研究室のモットーとして、当たり前のこ
とが当たり前にできるように指導しています。研究活動により、「モノ」を扱うことの
大事さや、その責任の重さを知り、人間性豊かで幅広い教養を身につけた薬剤
師になってほしいと思います。また、その中で一生忘れることができないような感動
も経験してほしいです。

研究室探訪

小林 典裕 教授

恒例のゼミ旅行は、4月5日・6日と
名古屋へ行きました。科学館、水
族館などを観光し、湯のみの絵付
けも体験。ランチは名物「ひつま
ぶし」を堪能。夜は大宴会で盛り
上がりました。

ゼミ旅行へ行ってきました
今年のゼミ旅行は、4月12日・
13日と香川へ。「こんぴらさん」
に登ったり栗林公園を散策した
りとアクティブに活動。ほかに
も「さぬきうどん」の手打ちも体
験しました。

ゼミ旅行へ行ってきました

名古屋港水族館にて

本学には17の薬学専門研究室があります。どのような研究を行っているのかはもちろん、研究室の雰囲気や、

学生たちが生き生きと学ぶ様子を楽しくお伝えします。

生命分析化学研究室
生体の分子認識能を活かした高性能バイオ分析法の開発研究に取り組んでいます。

病態生化学研究室
摂食関連疾患の新規検査法や治療薬を開発しています。

加藤 郁夫 教授

「こんぴらさん」で6年生の国試合格祈願

［ スタッフ ］
［ 学 生 ］

加藤 郁夫 教授　多河 典子 講師　藤波 綾 講師
5年生：15名 6年生：10名

［ スタッフ ］
［ 学 生 ］

小林 典裕 教授      大山 浩之 助教　森田 いずみ 助手
5年生：15名 6年生：16名
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海外（ボストン）薬学研修プログラム・参加レポート

2013年度 後期の学習報告

キャンパスカレンダー（学年暦）と併せて、学内の今、そして、これからの取り組みを3つのコンテンツでお届けします。

神薬ごよみ
神薬ごよみ

66年生

MANABI白書 Event Report Information
半期における各学年の学習や

実習報告をお伝えします。

半期の主な学内イベントを

ご報告します。

今後の行事を中心に、

学内外のニュースをお伝えします。

2014年３月１日（土）、２日（日）に実施された第99回薬剤師国
家試験の合格発表が、3月31日（月）にありました。本学の合格
者数245名（新卒218名）は全国第5位でした。

第99回（2014年）「薬剤師国家試験」報告
合格者数245名は全国第5位

本　　学

本学新卒

全　　国

362名

276名

12,019名

75.15%

78.99%

60.84%

245名

218名

7,312名

PICK UPPICK UPPICK UP

「薬理学」の授業で、薬学を学んでいることを実感

3年生 栗﨑 伊万里さん

薬学共用試験※1を終え、長期実務実習（病院・薬局実習）へ

　OSCE※1の実務実習事前教育では、調剤や服薬指導を実際に
行ったことで、薬剤師への夢に近づいていると実感しました。特に
模擬患者さんへの服薬指導では、わかりやすく説明するにはどう
すればいいのかを考えたり、自分の無意識なクセや言葉遣いを認
識したりすることができました。
　いよいよ実習です。情報の共有やコミュニケーションが大事だと
いわれていますが、具体的に現場の薬剤師がどのように周りとか
かわっているのかが興味深いです。今までに得た知識が現場で
どれだけ使えるか、そして今の自分に足りないものは何かを見つけ
てきたいと思います。

　2年生になり専門科目が増えてきました。八巻先生の「薬理学」の
授業は、具体的な薬物の名称が出てきて、体のどこの部分でどのよ
うな働きをするのかを学ぶため、薬学を学んでいると強く感じます。
　また、「放射化学」の授業は、先の地震・津波によって起こった原
発事故がきっかけで興味を持ち学んでいます。授業では、放射線
の種類や放射性同位元素の基本的な物理的性質を学ぶととも
に、放射性医薬品の性質とその医療利用など、薬学領域における
優れた活用について学びました。また、実習では実際に線量も測り
ました。薬学生として放射性物質の正しい知識と認識を持つ大切
さも実感しています。

※1… 5年生で実施する長期実務実習を履修するために必要な知識、技能及び態度が備わっているかを評価する試験。
　 　OSCE(技能・態度を評価する客観的臨床能力試験)とCBT(知識及び問題解決能力を評価する客観試験)の2種類の試験より成り立っています。　　

※2 学術交流協定校の一つ。　Massachusetts College of Pharmacy & Health Sciences（マサチューセッツ薬科健康科学大学）

　日本とアメリカの薬剤師の違いを知りたいと参加しました。アメリ
カには「テクニシャン」という調剤専門の職業があり、薬剤師は処方
監査などに専念します。訪問した薬局（ローカルファーマシー）で
は、彼らの仕事を見学し、それぞれの役割を直接知ることができま
した。また、日本の薬（錠剤）の色は白や黄色なのに対して、アメリ
カでは真っ赤、真っ黒などの奇抜な色の薬がたくさんあります。飲
み間違いや、調剤ミスの軽減につながると思った反面、日本人は
麻薬などをイメージしてしまうので、飲むのに躊躇するだろうとも思
いました。
　アメリカでは、薬剤師は医師に頼られる存在であり、尊敬される
職業でもあります。研修を終え、アメリカの技術や知識をもっと日本
で使えたらと思うとともに、将来は、薬のエキスパートとして、日本の
薬剤師の地位を高められるようになりたいと思いました。

薬剤師の仕事・「薬」の違いを知った薬局見学

現地での英語のコミュニケーションの自己採点は「85点」。寮や施設で積極的に話
しかけましたが、語彙力が乏しく、言いたいことが言い出せず悔しかった分を差し引
きました。

　アメリカに永住しているおばとの会話で、アメリカの貧困層に対
する医療制度について疑問を抱いたことと、ボランティア施設も訪
問できるので、日本とアメリカのボランティア精神の違いも知ること
ができると考え参加しました。MCPHS※2では、無菌製剤を行って
いる部屋のほか、薬局経営などのビジネスの授業も見学しました。
授業では積極的に意見を述べる学生の姿に感銘を受けると同時
に、日本でも、このような授業を受けてみたいと思いました。また、ガ
ンの子どもたちが家族と生活できるボランティア施設も訪問。そこ
で働く方から、ボランティアに必要な「ギフト（ここではその人の特
技）」や、孤独を失くすための秘策などを聞き、ボランティアの魅力
を再確認しました。
　奨学生なので、金銭的に参加を迷いましたが、世界が広がると参
加を決めました。在学生は、このチャンスを逃さないでほしいです。

現地の薬学生が積極的に学ぶ姿に感銘

　4・５年生の「薬学アドバンスト教育」の選択科目として、昭和ボ

ストン校との連携による海外薬学研修プログラムを実施していま

す。薬剤師業務の先進国であるアメリカで、薬剤師の職能や役割

を見学・研修し、今後の進路の参考となるよう、国内外の薬剤師業

務を深く理解することが目的です。本年は14名の学生が参加。

2014年3月2日（日）に日本を出発、14日（金）に帰国しました。な

お、本研修の報告会は、4月26日（土）に実施しました。

ボストンの医療現場で
薬剤師の業務に触れた２週間

英語のコミュニケーションの自己採点は「20点」。事前に質問を準備しましたが、返
答を聞き取ることができず、状況を変えようとしても、専門用語が出てくると難し
かったです。

2年生

44年生

33・・44年生

実習にて

研究室にて

同じ目標に向かって頑張り、高い意識を持って

高め合える仲間、先輩がいます。先生方も親身

になって教えてくださいます。アットホームで

いごごちのいいのは、単科大学ならではです。

OSCEはとても緊張しました。CBT※1の試験範

囲は広く大変でしたが、予備校講師による講

義があるなど、効率よく勉強できるよう環境を

整えてくださっていることを実感しました。

5年生 相尾 友香さん

受験者数 合格者数 合格率

カラフル？な錠剤 MCPHSの調剤室5年生 祖川 みどりさん 5年生 谷口 美紀さん
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神薬ごよみ

P.18

　3月14日（金）、本学にて、2013年度神戸薬科大学学部卒業式・大学院修了式を挙行いたしました。
学部卒業生277人、大学院修了生4人、合わせて281人の皆さん、卒業、修了おめでとうございます。

藤原 恵さん

ここからが本当の

スタート！ やっと

スタートライン

に立とうとして

いるところ。こ

れからが本当

の勝負！！

臨床薬学研究室の先
生方、留学生の皆さ
ま。研究・臨床、英語
のコミュニケーション
など、たくさん教えて
いただき、ありがとう
ございました。

担任の畑先生、お世
話になりました、大
好きです。中川先
生と一緒に研究
ができ楽しかっ
たです！ 実習の
上田先生、また
遊びにいきます！

大山先生！こんな「大
ざっぱ」な私を最後
まで見守り続けてく
ださいましたこと、
本当に感謝してい
ます。

終わりは次の始ま
り。今の自分に満
足することなく、さ
らなる高みを目
指せ！

志田 美春さん

清水 由美子さん

大学で最高の仲間
に出会えました。
いつも支えてくれ
てありがとう。これ
から別々の道に進
むけど、ずっと変
わらず笑い合って
いましょう。

今のうちにいろいろ
なことに挑戦しよう。
部活、ボランティア、
アルバイトなんでも
良い。視野を広く
持ち、限りある学生
生活を有意義に過
ごして！

部活も勉強面も、さ
まざまなことを助け
てもらいました。み
んなのおかげで楽
しい大学生活
を送れました。
ありがとう、こ
れからもよ
ろしく！

藤谷 佳苗さん
田中 友紀さん

藤域 敬子さん
中西 文香さん

平井 杏奈さん

　2013年度、薬学共用試験［OSCE：2013年12月8日（日）・CBT：2014年1月15日（水）・16日（木）］

を実施、４年生が受験しました。全員合格を果たし、4月14日（月）より、第1陣（ⅰ期）が病院実習・

薬局実習をスタートさせました。なお、試験実施開始時から、合格率は5年連続100%です。試験

詳細は本学ホームページに公開しています。

献血ボランティア活動
　3月23日（日）に三宮センタープラザ周辺で、神戸市保健

所、神戸市薬剤師会、学生の三者が協力して活動している

「学生のヘルスケアを推進するネットワークづくり」事業に

よる、献血への理解と協力を求めるイベントを本学学生が

企画、参加しました。

　社会の献血に対する意識の薄れや、若者の献血者の
減少を知ったことから献血活動を提案し、採用されまし
た。活動では、イベント時に献血を呼びかけるボラン
ティアスタッフを集めるチラシを近隣の大学へ配布した
り、参加学生を管理したりするなど、募集係のリーダーを
務めました。また、当日の配布物は、手元においてもら
えるようクリアファイルに資料を入れることを決め、デザ
インも考えました。
　イベントを終え、献血は、誰もが医療に貢献できる数
少ない事例だと実感。また、自分の発言・行動が認めら
れて活動に反映されたことに、やりがいも感じました。
今後も献血の理解と協力を求めて、活動を続けます。

第15回公開市民講座
　午前の部は、薬用植物園を公開し、見学者にはハーブの苗の配布を実

施。6号館2階ラウンジでは、地元東灘区から、東灘消防署救急隊員によ

るAEDの使い方の講習や東灘区薬剤師会によるおくすり・健康相談、アイ

グレーセラピストアカデミーによるアロマハンドマッサージやココカラ

ファイン協賛による各種のヘルスアドバイスもあり、多くの方に参加いた

だきました。また、学生の実務学習を手伝っていただく「模擬患者（ＳＰ）」

募集コーナーなどを開催。午後の部は、東灘区医師会 清成則久氏、本学 

放射線管理室 安岡由美講師による講演を開催しました。参加された皆さ

んは熱心にお話を聴いておられました。

12月 DECEMBER

4月 APRIL

3月 MARCH

Event Report

学部卒業式・大学院修了式

6年間
頑張った
自分自身へ

先生、
ありがとう
ございました

先生、
大好きです

先生、
感謝しています

6年生 山岡 玲菜さん

デザインしたクリアファイル（左）

薬学共用試験
OSCE 本試験　CBT 本試験

当日は生薬部も活躍しました。 東灘区薬剤師会による「おくすり・健康相談」

ココカラファイン協賛による
ヘルスケアコーナー

これからの
私へ

在学生の
皆さんへ

６年間仲良く
してくれた
友達へ

卒業生からのメッセージ

ソフト
テニス部の
みんなへ

2013～2014

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

推薦入学試験

桔梗育友会総会/保護者懇談会

6年生：総合薬学講座 定期試験Ⅰ

全学年:第3回キャリアガイダンス

地方保護者懇談会（高松、広島、福岡）

4年生:第2回基礎薬学演習 演習試験

6年生：第3回国試模擬試験

4年生:第2回基礎薬学演習 定期試験

4年生:薬学共用試験ＯＳＣＥ本試験

5年生:第4~6回就職ガイダンス

5年生:就職フェアⅠ・Ⅱ

6年生：総合薬学講座　定期試験Ⅱ

4年生:第3回基礎薬学演習

演習試験・定期試験

冬季休暇開始

冬季休暇終了

病院実習・薬局実習開始

（Ⅲ・ⅳ期：1/6 ～ 3/23）

4年生:第5回CBT模擬試験

6年生：総合薬学講座　定期試験Ⅲ

4年生:薬学共用試験ＣＢＴ本試験

後期定期試験・4年生:前期臨時試験

一般入学試験・前期

6年生:第4回国試模擬試験

一般入学試験・中期

卒業者名一覧公示

後期追再試験・4年生:前期臨時試験

第99回薬剤師国家試験

3・4年生:海外薬学研修（ボストン）出発

（3/2~3/14）

一般入学試験・後期

2013年度学部卒業式・大学院修了式

2014年度大学院博士課程

一般2次・社会人2次入学試験

1～5年生：第４回キャリアガイダンス　

入学式

5年生:インターンシップガイダンス

前期開講日

5年生:第１回就職ガイダンス

6年生:病院ガイダンス

6年生:公務員ガイダンス

5年生:病院実習・薬局実習開始

（ⅰ期：4/14 ～ 7/6）

4年生:インターンシップガイダンス

6年生:第８回就職ガイダンス

第15回公開市民講座

6年生:病院実習・薬局実習報告会

4・5年生:海外薬学研修報告会

第82回創立記念日

4日

9日

14日

16日

17日

28日

28・29日

29日

8日

16~18日

17・18日

19日

24日

27日

3日

6日

14日

15・16日

17～29日

4日

7・8日

11日

24日

24～28日

1・2日

2日

9日

14日

15日

20日

2日

4日

7日

10日

11日

14日

17日

19日

26日

27日

主なキャンパスカレンダー

P.22
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研 器 介紹機究

質量分析装置（中央分析室）

電場型フーリエ変換質量分析装置（LTQ Orbitrap Discovery）

本装置は、高精度・高分解能測定ができる高性能ハイブリッド型質量分析システ
ムであり、低分子から高分子有機化合物までの構造解析等に応用可能です。

人事・受賞者・寄付金受納

メディア掲載

2015年度 オープンキャンパス開催します
第1回目

第2回目

第3回目

2014年   8月   2日（土）

2014年   8月   3日（日）

2014年   8月23日（土）

第4回目 2014年10月   4日（土）
実施内容など詳細は本学ホームページをご確認ください。

神薬ごよみ

実施日程

＜受章・受賞・表彰＞
教授　濵口 常男（薬学臨床教育センター）　平成25年度兵庫県薬事功労者表彰 2013年10月23日付
理事　大西 章史　平成25年秋の叙勲旭日双光章 　　 　　　　　　　　　 2013年11月3日付
准教授　山野 由美子（生命有機化学研究室）　第11回(2013年度)有機合成化学協会関西支部賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2013年11月20日付
特別教授　春山 清純 　従五位 瑞宝小綬章 　　 　　　　　　　　　　　　2013年11月30日付
准教授　上田 昌史（薬品化学研究室)　平成26年度日本薬学会奨励賞　　   2014年3月27日付
D1　土井 信佳（薬品化学講座）　日本薬学会第134年会優秀発表賞
6年　志田 美春（生化学研究室）　日本薬学会第134年会優秀発表賞
6年　森 祐介（薬品化学研究室）　日本薬学会第134年会優秀発表賞
D2　田中 章太（薬剤学講座）　日本薬学会第134年会優秀発表賞（ポスター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上2014年3月31日付（学年は受賞日現在を示す）

＜寄付金＞
同窓会   　　　  金一封　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年12月11日付
中島　宣郎 様　金一封　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    2014年２月25日付

＜物品寄付＞
2013(平成25)年度卒業生一同          図書館木製書架２台　　　　　　 2014年３月14日付
守安　正恭 様　　　　　　 　          デジタル一眼レフカメラ一式　　   2014年３月28日付

●名誉教授称号授与
神戸薬科大学名誉教授　守安 正恭
神戸薬科大学名誉教授　田中 研治
　　　　　　　　　　　　以上 2014年4月1日付

●委 嘱

教務部長  教授　中山 尋量

学生就職部長  教授　北川 裕之

入試部長  教授　和田 昭盛

図書館長  教授　畑  公也

薬用植物園長  教授　棚橋 孝雄

大学院薬学研究科主幹  教授　水野 成人

桔梗育友会連絡係  教授　宮田 興子

薬学基礎教育センター長  教授　小山 淳子

                                                          　　　　　　　　　　　　  以上 2014年4月1日付

2014年4月1日～ 2016年3月31日

2014年4月1日～ 2016年3月31日

2014年4月1日～ 2016年3月31日

2014年4月1日～ 2016年3月31日

2014年4月1日～ 2016年3月31日

2014年4月1日～ 2016年3月31日

2014年4月1日～ 2015年3月31日

2014年4月1日～

　進学説明会や毎年好評の予備校講師による入試問題解説など、本学ならではのプログラムを予定しています。在学
生がサポーターとなり、相談コーナーやキャンパス案内で今年もオープンキャンパスを盛り上げてくれます。高校生や
保護者の皆さんの積極的なご参加をお待ちしています。

●生化学研究室　北川 裕之 教授、宮田 真路 研究員
新潟大学大学院医歯学総合研究科 五十嵐 道弘 教授らとのグループとの共同研究が、
学際的ジャーナル『Nature Communications』
（2013年11月12日、doi:10.1038/ncomms3740）に掲載されました。

●機能性分子化学研究室　林 亜紀 助教
論文が日本化学会発行の『Bulletin of the Chemical Society of Japan』誌2013年
11月号において優秀論文（Selected Paper）に選ばれました。

●生命有機化学研究室　和田 昭盛 教授、沖津 貴志 講師
カナダのゲルフ大学（University of Guelph）との共同研究が、アメリカの科学雑誌
『Nature Methods』誌2013年10月号(Vol.10 No.10 pp.1007-1012)に掲載されま
した。

●太田  光煕 特任教授
日本ナットウキナーゼ協会の全面広告に登場。2014年1月20日の『朝日新聞』に掲
載されました。

【人事】

●解 嘱
（薬学基礎教育センター長の委嘱を解く）
教授　守安 正恭
　　　　　　　　  以上 2014年3月31日付

（期間満了）
非常勤職員（薬剤師レジデント） 奥道 理佐
非常勤職員（薬剤師レジデント） 鈴木 渉太
　　　　　　　　  以上 2014年3月31日付

●退 職
（死亡退職）
特別教授　春山 清純
　　　　　　　　 以上2013年11月30日付

●異 動
入試部  入試課  係長　山内 正信（事務局 施設課 係長）
                                                          　　　　　　　　　　　　  以上 2014年4月1日付

事務局  総務課  課長補佐　鵜木 博 （学生就職部 学生就職課 課長補佐）
                                                          　　　　　　　　　　　　  以上 2014年5月1日付

●採 用
特別教授　守安 正恭
特別教授　田中 研治
准教授　池田 宏二（臨床薬学研究室）
講師　森脇 健介（医療統計学研究室）
助教　竹下 治範（薬学臨床教育センター）
助教　武田 紀彦（薬品化学研究室）
主査　古田 耕治（事務局 施設課）
非常勤職員　中野 拓美（内部監査室）
非常勤職員　南 典夫（学生就職部 学生就職課）
　　　　　　　　　　　　以上 2014年4月1日付

●昇 任
教授　小西 守周（微生物化学研究室）
教授　小山 淳子（薬学基礎教育センター）
准教授　水谷 暢明（薬理学研究室）
准教授　士反 伸和（生薬化学研究室）
講師　前田 秀子（機能性分子化学研究室）
事務局長　宮園 壽浩（事務局）
主査　佐藤 真紀子（教務部 教務課）
　　　　　　　　　　　　以上 2014年4月1日付

（依願退職）
准教授　長谷川 豊（薬学臨床教育センター）
助教　中山 和彦（臨床薬学研究室）
助手　三好 哲也（薬品化学研究室）

（任期満了）
特別教授　内藤 猛章
特別教授　足立 昌子
特別職員　中野 拓美

（定年退職）
教授　守安 正恭（生薬化学研究室）
教授　田中 研治（英語第一研究室）
講師　上垣内みよ子（薬学基礎教育センター）

【中央分析室】
　中央分析室は、2名の教員で質量分析装置だけでなく化合物の構造を
分析するための核磁気共鳴装置（NMR）を管轄しており、研究室として分
析方法や活用方法の応用研究にも取り組んでいます。中央分析室は学内
の研究を機器管理と分析方法の両面からサポートしています。

高速液体クラマトグラフィータンデム
質量分析装置

ベンチトップ型
フーリエ変換質量分析装置

質量分析法（マススペクトロメトリー）の概要

電場型フーリエ変換質量分析装置（LTQ Orbitrap Discovery）の利用例

　目的の化合物を適切な方法で気体状のイオンにすると、質量と電荷数
によって異なる動きをします。これらの生成したイオンを分離し、それぞれ
を検出することで、データ(マススペクトルという)を得ます。マススペクトル
は化合物固有のパターンを示し、それによって既知化合物の同定（化合
物が何であるか特定すること）や未知化合物の構造決定、あるいは化合
物の定量（成分の量を定めること）が可能となります。
　質量分析法は、「合成した医薬品が正しいものであるか」、「生薬など
の有効成分が何か」、「有毒な食品（魚介類や山野草）による中毒の原
因物質が何か」、「ドーピング検査」、「環境汚染物質の分析」、「法医学
（事故や犯罪の裏付け）や覚せい剤・脱法ドラッグの検査」などに利用さ
れ、薬学に大きく関係する分析法です。

①生体内で起こる薬物や生体成分の変化を明らかにする
　医薬品の開発において、その代謝物解析は重要な役割を担っています。生体内で変化する薬物や生体成分の代謝物を分析することができます。

②生体内で重要な働きをするタンパク質を明らかにする
　タンパク質を網羅的に分析して、疾病の診断や治療に役立つタンパク質を探し出す手助けをします。

③生体内で起こる細胞の生理を明らかにする
　血液や組織などに存在する膨大な数の代謝物を分析してバイオマーカー候補※を探します。

　本学には、電場型フーリエ変換質量分析装置のほかに、ベンチ
トップ型フーリエ変換質量分析装置（Exactive）、高速液体クラマ
トグラフィータンデム質量分析装置（API3000 LC-MS/MS system）
などを所有し、多くの研究室が目的に応じて使い分けています。

※バイオマーカー　生体内の生物学的変化を定量的に把握するため、生体情報を数値化・定量化した指標

中央分析室　竹内敦子 准教授（左）　都出千里 講師（右） 中央分析室 所属学生

平成21年度 私立学校施設整備費補助金で導入しました。
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OKAMOTO MAP
　本学の最寄り駅がある岡本は古くから学生の街として知られていますが、昨今では洗練されたおしゃれな街としても注目されています。

また、橋上駅が完成し便利さも加わった摂津本山駅は、2014年秋「駅ナカ店舗」オープンを目指して工事が進められおり、街の魅力がさら

に高まっていきそうです。そんな岡本の街を教職員や学生が案内します。

気の合う友人と過ごす
かわいい街です。

　薬剤師になりたくて、勉強や研究の環境が整っている神戸薬
科大学に進学しました。4年生までは、毎日授業と実習が忙しく、
テスト前は寝る間を惜しんで勉強するほど大変でした。5年生に
なり、研究室での研究活動の日々を過ごしています。

神薬大に入学して
大学生活・勉強について

　製薬企業でMRか、病院薬剤師になりたいと思っています。こ
れから病院実習が始まるので、そこで多くのことを吸収してから、
進路を決められたらと考えています。また、MRは主に医師を相
手にする仕事なので、高度な質問にも対応できるよう勉強し、
薬の知識をしっかり身につけたいです。

将来の夢・なりたい私

カフェ激戦区といわれているOKAMOTOの街
学生がおススメするお店をご案内

　北岡さん  お
気に入

りの

北岡さん
撮影▶

輸入食材やかわいい雑貨などがそろっています

オーダーメードでオリジナルのアクセサリー
を作ってもらえます

♥MAgA COLLECTION 

★HAND IN HAND 

5年生　北岡 千明さん

　岡本の街はきれいで、おしゃれなお店やカフェが多く、
ランチに行ったり、雑貨屋さん巡りをしたりして楽しん
でいます。週に1回くらいは、クラスの友人と「お
茶」しています。
　入学するまでは、まじめな人が多い大学とイ
メージしていましたが、街と同じくらい、おしゃれ
でかわいい学生が多いです。将来の夢に向かっ
て勉強や研究をしている時はもちろんですが、そ
んな気の合う友人たちと街で楽しく過ごす時間
も、大学生活を充実したものにしてくれます。

OKAMOTO案内人

文

文

文
卍

〒

至 三ノ宮

至 三宮 至 梅田

天
井
川

山手幹線

至 大阪
JR摂津本山駅

阪急岡本駅

JR甲南山手駅

（
通
）

本
坂

岡

クラブのみんなでよく行くのは居酒屋の「居心伝」。大勢で入れますし、何よりも
ワイワイできる！！ 試合終わりや反省会・お疲れさま会などに利用しています。
でも、私たち女子だけで行くのは、岡本らしい雰囲気があるカフェですよ。

準硬式野球部　マネージャー
前列左から 須賀原 知世さん（２年生）　池田 優華さん（２年生）　　
大片 杏樹さん（3年生）　滝川 侑依さん（3年生）
上﨑 未夢さん（3年生）　後藤 未沙さん（3年生）
黒井 美希さん（3年生）

シュヌルバールト(SCHNURRBART)

♪家族もお気に入りのパン屋さんです
　フランスパン系もおいしいですが、胚芽食パンは私のお気
に入りです。菓子パンも値段が手ごろで、一つひとつていね
いに作っているのがよくわかります。おすすめは「山食」です。
山形になったトースト用のパンで、香りもよく、切り口が雪の
ように白く、ソフトできめ細かい。一度でファンになりました。
私はパンが好きで、以前は自宅でよく作っていました。そうい
う経験からも「山食」の素晴らしさがよくわかります。
　家族全員がこのお店を気に入っていて、いつも何を買うか
悩みます。プリンもご自慢のようですが、私はまだ食する機
会がありません。そうそう、コルネもおすすめですよ。松家 次朗准教授

山食 コルネ

私たちマネージャーだけで「女子会」をするときに利用するお店です。おしゃ
れでケーキが最高においしいです。

♪「女子会」のときにはやっぱりココ

ハニーハウス スティブルフォードグリーン
 （Honey House Stableford Green）

※阪急御影駅南へ5分　山手幹線沿い

★
♪

♥
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部活動レポート

　明るくて元気な人ばかりの、活気にあふれた

クラブです。先輩後輩の仲が良く、団結力の強

さが自慢です。普段の練習は、チームで高め

合いながら、個々に立てた目標に向かって取り

組んでいます。水泳は個人競技ですが、私た

ちはチーム全体で戦っているという意識を持っ

ており、気づいたことがあれば伝え合うなど、互

いに刺激し合っています。今夏は男女共、西日

本コメディカルの大会で２連覇を達成しました。

今後もタイムを上げられるよう有意義な練習を

続けます。ですが、部員が少ないため、部員を

「大大大募集」しています。初心者、経験者に

関係なく、水泳に少しでも興味があればぜひ水

泳部に！！！

生薬部水泳部
大会２連覇達成！ チームで高め合いながら有意義な練習を行っています。 多くの植物と出合える薬科大学ならではのクラブです。

トロフィーとメダル、賞状とともにみんなといると自然と元気になれます。
周りの人のことを思いやれる仲間たちです

公開市民講座で、ハーブティーをふるまいました

部長
3年生　崎尾 奈美さん 

　ハードな練習量をこなしながら、学問と両立

させている頑張りやの皆さんです。本年度は

男子が引退して、女子だけの部になっています

が、彼女たちなら有望な部員を増やしてくれる

と期待しています。

顧問
小山 淳子 教授

　六甲山に登り、さまざまな植物に触れていま

す。登山中に先生が植物の解説をしてくださる

ので、特徴など詳しく知ることができます。部活

を通して得た知識は、実験で検証したり、大学

が開催している公開市民講座で披露したりし

ています。今年の市民講座では「おいしいハー

ブティの試飲」をテーマに、来学された皆さんを

もてなしました。

　部員は、勉強とアルバイト、そして部活を両立

させている、何事にも積極的なメンバーです。

そんな部員たちと今年も六甲山に登る予定で

す。いろんなコースを登り、より多くの植物と出

合いたいと思っています。

部長
3年生　田淵 哲也さん

　本年４月から顧問になりました。薬用植物園

などに足を運び、さまざまな植物に触れる時間

を過ごして欲しいと思っています。また、地域

の皆さまに生薬の魅力を発信する場として、部

員が主体となり活動をさらに発展させて欲しい

です。
顧問
西山 由美 講師

戦績・活動報告

西日本コメディカル学生水泳競技大会
医療系学生の大会。第12回は大分県別府市で開催。強豪校が集まるなか団結力を
発揮して優勝！ 連覇を果たしました。

　充実した学生生活を送り、自らが主体的に考え行動するクラブ活動は、学年を超えた多くの学生との交流を深め、豊かな人
間性を身につけることができます。「チーム医療」の一員としての自覚を養い、コミュニケーション力を磨くことができる有意義
な場でもあります。ほとんどの学生が、勉学に励みながら、クラブ活動にも積極的に参加しています。

● 2013年 第12回 西日本コメディカル大会男女総合優勝（２連覇）
● 日本学生選手権水泳競技大会２年連続出場
夏季は神戸大学体育会水泳部との合同練習。年に2回和歌山大学、
神大水泳部（上記）との交流の場があり、他大学との交流も盛んです。

活動内容

顧問　小山 淳子 教授　　部員　6名

夏季は神戸大学海事科学部のプール、冬季は甲南山手駅前のセル
バ内にあるトライアクシスのプールをお借りして練習しています。

活動内容

顧問　西山 由美 講師　　部員　30名

活動日 ： 登山やイベントに向けて決定

ひ・と・こ・と

活動報告

「沖先生のぶらぶら園内ガイド」
本学薬用植物園の沖課長と一緒に、植物を観察しながら散策する六甲高山植物園の
人気イベント。詳しくは薬用植物園のホームページをご覧ください。

公開市民講座　▶P.12「神薬ごよみ」

ひ・と・こ・と

Club
Activities
Report
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Student Questionnaire
　これまで4年に一度実施していた「学生実態調査」を、新たに質問項目数を100項目に増やし、「2013年度学生実態・満足度調査」として実施しました。 
本調査は、本学の教育や学生生活全般に関する学生の満足度を調査し、学生生活のさらなる充実に役立てることを目的としています。
　アンケートに協力いただいた学生の皆様にお礼を申し上げます。

2013年度 学生実態・満足度調査の結果報告
自己点検・評価委員会　教務委員会　学生就職委員会

アンケート配布：2013年   9月24～26日 

アンケート回収：2013年10月10～17日

学部学生　1,750名（実務実習受講中の５年生は除く）

1,118件　（回収率 64％)

調査結果の要約

0

50

100

150

200

250

300

1点

（人）

2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点

調査実施概要

調査期間 調査対象者

回収件数

　7割から8割の学生は教養科目、専門科目の授業科目は「充実して
いる」と感じていますが、英語科目については充実していると感じてい
る学生は5割以下のため、さらに詳しくアンケート調査を行い、その改
善について検討を進めています。

授業
　6年制薬学教育で長期間となった病院実習、薬局実習について6
年生に質問したところ、「充実している」と感じている学生は約8割で
した。

病院実習、薬局実習

　学生生活では、自習する場所が「足りない」（２７％）、休憩場所が「少ない」（２２％）が高い値を示しました。
　6号館食堂の大きさも「大体適切」から「適切」の割合が38％と低い値で、4月からの授業時間変更による昼食時の混雑度を調査し、混雑の改善方策
を検討する必要があると考えられます。

施設・設備

　クラス担任教員や卒業研究での研究室教員の対応も8割を超える
学生は「ほぼ適切」から「適切」と回答していました。

教員の対応

　授業時間を除いた1日の学習時間が「1時間以下」の学生が66％
と多く、授業の予習、復習の重要性についての学生の理解が必要で
あると考えられる結果でした。

1日の学習時間

　学生の神戸薬科大学への総合評価は下の棒グラフに示すように7点が最も多く、平均点は6.2点でした。この点数がさらに上昇するよう、今後より詳
細に分析し、対応可能な要望事項については、自己点検・評価委員会から各種委員会及び部署に指示を出し、順次、改善を進める予定です。

総合評価

まったく
満足していない

どちらとも
言えない

非常に
満足している

第63回日本薬学会近畿支部総会・大会（生物化学部会）優秀ポスター賞

研究題目
「コンドロイチン硫酸による神経突起伸長制御に関する糖鎖受容体の解析」

D1　志田 美春さん
 （生化学研究室）

2013年後期　学生の受賞・表彰
学会や研究会などで研究成果を発表し、受賞を果たした学生を紹介します。

2013年度卒　畑辺 惠里さん
 （薬品物理化学研究室）

第63回日本薬学会近畿支部総会・大会（物理化学部会）優秀ポスター賞

研究題目
「生体イメージングを目指したγ-ポリグルタミン酸被覆蛍光ナノ粒子の作製」

神戸で深める・薬学を究める　～ポストドクター紹介～
本学では、海外の優秀な研究者を受け入れ、研究のグローバル化を推進しています。
本学で研究活動を行っている博士研究員（ポスドク）を紹介します。

Researchers

Dr. Raj Kumar Nandi
（薬品化学研究室）

Dr.Le Hoang Duy
（薬化学研究室）

　博士課程を修了した後も、さらに
レベルが高く、評判の良い研究グ
ループで研究活動を続けたいと考
えていました。所属していた研究室
の2人の先輩が、以前、神戸薬科大
学でポスドクとして働いていたことも
あり、大学についてよく聞いていたこ
とから、宮田教授の研究室に応募し
ました。

　2012年に政府の国費留学生とし
て神戸薬科大学に留学し、博士の
学位を取得しました。学位取得後も
研究を深めたいと、その機会を探っ
ていました。日本は、私の専攻分野
である天然有機化合物探究の分野
で進んだ成果を上げており、また、私
も先の留学で研究成果を残してい
たことから、改めて、神戸薬科大学
での研究生活を選びました。

　基本設備と研究施設のレベルが高いうえ、教授と研究員がとても
良好な関係を築いています。レベルの高い研究を行うためのすべて
の施設、環境が充実していてとても素晴らしいと思います。カフェテリ
アも魅力的ですね。

　研究レベルの高さだけでなく、最新の設備と国内外の文献や書籍
を保有する図書館が魅力です。優れた教授を中心に各研究室が活
動しています。親切な同僚や研究仲間に囲まれており、研究に専念
することができます。

　本学で研究能力と研究技術を向上させた後、Marie Curie 
FellowとしてParis Sud University（フランス）でさらに研鑽を積む
予定です。その後は、“有機合成化学”を基盤とした自分自身の研究
を探究できる大学での勤務を考えています。

　帰国後はファム・ヴァン・ドン大学で教鞭を執っていましが、再来日
しポスドクとして研究を続けています。神戸薬科大学の研究の前進
に貢献できるよう知識と研究スキルを磨き、近い将来は、ベトナムの土
地に根差した天然有機化合物を探究する研究室を立ち上げたいと
考えています。

神戸薬科大学を研究先に選んだ理由は？

神戸薬科大学の印象は？

神戸薬科大学で研究を深めた、その先の目標は？
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表紙探訪
神戸薬科大学入学式

概要

　2016年3月卒業予定の学生の就職活動は5年

生の3月から本格的にスタートします。6年生では、

卒業研究、国家試験対策も重要です。就活は、これ

らを両立させながら行うことになります。

カメラマン役を買って出る在学生

2014年5月1日現在

入学式

　2014（平成26）年度神戸薬科大学入学式を、4月2日（水）午前
10時からききょうホールで、学部、大学院の新入生をはじめ、保護者
の皆様、ご来賓の方、本学関係者などが出席し挙行いたしました。
　春らしい穏やかな天候に恵まれたこの日、満開の桜がキャンパスを
彩りました。緊張の面持ちでキャンパスへの門をくぐる新入生でした
が、この桜の出迎えに笑顔がこぼれ、これから始まる大学生活への
期待を膨らませていたようでした。
　新入生は翌日からオリエンテーションが始まります。さまざまなこと
に挑戦しながら、より深く、より高度な学識を備えた「薬のプロフェッ
ショナル」を目指すことを期待しています。

　桜や入学式の看板などを背景に記念写真を撮る新入生や親子連れに、

在学生たちが声をかけ、カメラマンとして活躍する姿もありました。

新入生を迎えた
キャンパスを彩る満開の桜

HYOUSHI TANBOU

学生支援センター 学生就職課より

　生涯研修プログラムで実施する「薬剤師実践塾」において「在宅医療」をテーマにした研修会を実施します。各講座は実践と事例検討をグループ
ワークで行うなど、現場に即した内容となっています。
　また、薬剤師のためのメンタルヘルスに関する講座を設定し、他職種とコミュニケーションを図り、スムーズにチーム医療の一員として対応できる方法も
考えます。さらに、垂水区医師会の協力を得て、診察室訪問・患者宅同行、看護ステーション・介護施設などの医療現場で研修を行います。そこでは、
薬剤師以外の職種の業務や医療提供などを知ることによって、多職種との協働の中で薬剤師に何ができるかを考えます。

NOTICE

「薬剤師」を鍛える
生涯学習支援が充実 エクステンションセンター

在学生も卒業生も、薬剤師を徹底サポート

◆ 2014年度学部入学生  298名（男子：95名　女子：203名）

お知らせ

クラブ勧誘チラシを見比べる新入生

「在宅医療」を支援する指導薬剤師養成プログラムの特徴

生涯研修プログラムに
「在宅医療」を支援する指導薬剤師養成プログラムをいち早く取り入れた背景
　医療の高度化、急速な高齢化の進展に伴う医療環境の大きな変動により、患者居宅における医療職種の連携した医療提供の重要性が高まってい
ます。薬剤師もチームの一員として多職種と協働し、専門性を生かした、質が高く安心・安全な医療を提供することが求められていますが、その教育プ
ログラムは確立していません。
　そこで、薬局薬剤師を対象に、専門的知識や技術を鍛え、薬物治療のリスクマネージャーとしての実践力を養成するため、地域医療機関で在宅実
務実習・臨床研究に取り組む学部教育プログラムに、指導者として参画する指導力養成プログラムを有機的に組み入れ、生涯研修スキルアッププログ
ラムを企画しました。

プログラム詳細は本学「エクステンションセンター」ホームページをご確認ください。

「在宅医療」を支援する指導薬剤師養成プログラム
「輸液調剤の基礎と実践」実技実習

2014年度前期　主な生涯研修支援プログラム

6/22（日）

6/29（日）

7/12（土）・7/13（日）

7/27（日）

9/7（日）

疾患別病態・薬物治療と症例検討シリーズ⑨　「腎障害時の薬物治療」

がんのチーム医療

「在宅医療」研修　患者・他職種とのストレスフリーなコミュニケーション術
～タイプ別効果的なかかわり方で仕事をスムーズに！～

健康食品に関する最近の話題と製品情報

感染症をどう抑えこむか　ー 予防と治療 ー

回

回

回

回

回

62
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27

12

8

第

第

第

第

第

リカレントセミナー

シンポジウム

薬剤師実践塾

健康食品講座

卒後研修関東地区講座

開催日講座名 テーマ

2013年度
卒業生の就職状況

主 な 就 職 先

（2014年5月1日現在）

277人（男77人・女200人）

※1 就職する意思はあるが未定の者　 ※2 就職する意思のない者・留学・自営・資格取得希望者

【 薬剤師（病院） 】
一般財団法人 大阪警察病院
大阪赤十字病院
健康保険組合連合会 大阪中央病院
大阪府済生会 中津病院
岡山大学病院
医療法人鉄蕉会 亀田メディカルセンター
独立行政法人 国立病院機構 京都医療センター
国家公務員共済組合連合会 呉共済病院
高知県・高知市病院企業団（高知医療センター）
国立循環器病研究センター
島根大学医学部附属病院
財団法人 先端医療振興財団 先端医療センター
独立行政法人 国立病院機構 中国四国ブロック事務所
社会保険 徳山中央病院

西神戸医療センター
済生会 広島病院
独立行政法人 国立病院機構 南和歌山医療センター
山口県済生会下関総合病院
【 公務員 】
大阪府職員
香川県職員
兵庫県職員
和歌山県職員
市立芦屋病院
宇和島市病院局
小豆島町立内海病院
西脇市立西脇病院
【 薬局 】
株式会社 アインファーマシーズ

株式会社 アカカベ
株式会社 オーパス サエラ薬局
クオール株式会社
株式会社 ココカラファイン ヘルスケア
クラフト株式会社 さくら薬局
サンドラッググループ
株式会社 スギ薬局
総合メディカル株式会社
たんぽぽ薬局株式会社
日本調剤株式会社
株式会社 阪神調剤薬局
【 企業等 】
アステラス製薬株式会社
アルフレッサ株式会社
イーピーエス株式会社

大塚製薬株式会社
クインタイルズ・トランスナショナル・ジャパン株式会社
株式会社 再春館製薬所
沢井製薬株式会社
塩野義製薬株式会社
シミック株式会社
株式会社 新日本科学
株式会社 スズケン
第一三共株式会社
武田薬品工業株式会社
田辺三菱製薬株式会社
日本イーライリリー株式会社
株式会社  ノエビア
バイエル薬品株式会社
Meiji Seika ファルマ株式会社

教育　0.1%（2人）

求人件数1,449

進 路求人件数

その他（未定） 1.4%（4人）※1

その他　8.3%（23人）※2

病院　20.6％（57人）

薬局　44.8%（124人）

企業等　16.6%（46人）

公務員　4.7%（13人）

病院研修生　1.1％（3人）

教育　1.1％（3人）

進学　1.4%（4人）

病院
66.6％（964人）

薬局
25.1%（364人）

企業　8.2%（119人）

実施中の「輸液調製」研修のポイント
　2012年4月の調剤報酬改定の際に、無菌製剤処理加算の算定要件が緩和され、「無菌製剤処理を行うための専

用の部屋」が無くても、その算定が可能となったことから、薬局が無菌製剤の調製にかかわる機会が増加するもの

と考えられます。そこで、2014年2月に本プログラムにおいて「注射薬の無菌調製演習」を実施いたしました。

● 輸液の特徴や使い方、注意事項を中心に講義を行っ

た後、モデル症例を提示して処方設計を行う。

● アンプルやバイアル製剤を用いて注射薬の扱い方を

演習し、処方箋に基づき輸液の無菌調製を行う。

　参加者は、1 人1 台クリーンベンチ(無菌調製が行え

る装置)を使う充実した演習のもと、手技を学んでいた

だけました。患者に最適の輸液製剤の組み合わせを考

えるなど、演習によって講義内容と臨床現場を結び付け

ることができたのではないでしょうか。

［主な演習］

［演習を終えて］

 「在宅医療」プログラムに
参加して

  ～ 参加者の声 ～

安心・安全な生活の提案のため
に患者さんの生活全般の問題点
の把握と課題の整理、情報や経
験を総合的に把握することで、多
職種への効果的な提案もできる
ことにつながると考えている。

コミュニケーション力
をつけることが大事だ
と感じた。患者さんと
向き合って、本当に必
要なスキルを磨くこと
が課題だと感じた。

薬剤師がもっと積極
的に多職種に働きか
けることや、退院時の
在宅スタッフとの連
携の必要性を強く感
じた。

医師・看護師・理学療法士・
ケアマネジャーの方々の能
力の高さを感じた。薬剤師
も医療チームの一員として、
それぞれがスキルを身につ
けないといけないと思う。



発行日 ： 2014年5月末日　　編集 ： 神戸薬科大学・大学広報委員会　kouhou@kobepharma-u.ac.jp

発　行 ： 神戸薬科大学　〒658-8558 神戸市東灘区本山北町4-19-1　TEL.078-453-0031（代） http://www.kobepharma-u.ac.jp

～学生の見た風景～

2014年3月2日（日）～14日（金）
ボストンにて   撮影：北嶋 あゆみ、西川 幸江（研修参加学生）
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